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　8月6日、原爆が投下された広島平和祈念式典の日に、ピースアクション実行委員会の10名で
広島市を訪問しました。（関連ページP.5）

マツダスタジアムでピースナイターに参加

広島市平和記念公園・原爆ドーム前で説明を受けるピースアクション実行委員
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本
年
4
月
に
神
戸
市
民
生
協
へ
着
任
し
、

こ
の
た
び
兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の

理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
に

は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
当
組
合
で
は
、
今
年
度
に
お
い
て

「
S
D
Gs
」
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
策
定

を
行
い
ま
し
た
。

　

目
標
達
成
に
向
け
て
実
際
に
行
動
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
各
国
で
は
、
様
々
な

問
題
が
あ
り
、
そ
の
度
合
い
も
違
う
な
か
、

新
た
に
「
S
D
Gs
」
と
い
う
世
界
共
通
の

目
標
を
掲
げ
、
努
力
し
、
人
々
に
変
革
の
意

識
を
も
た
ら
す
こ
と
、
こ
の
「
意
識
改
革
」

こ
そ
に
大
き
な
意
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
意
識
改
革
」
を
す
る
こ
と

で
、
普
段
の
生
活
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
視

点
で
見
る
こ
と
が
で
き
、「
S
D
G
s
」
へ

の
取
組
み
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
努
力
を
試

み
る
機
会
が
増
え
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
え
を
持
つ
人
々
が
増

え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
目
標
を
達
成

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
S
D
Gs
」
を
簡
潔
に
表
現
す
る
と
、「
人

に
や
さ
し
く
、
地
球
に
や
さ
し
い
世
界
を
つ

く
っ
て
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
へ
つ
な
げ
て
い

こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
考
え
は
、
生
活
協
同
組
合

の
精
神
で
あ
る
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う
相
互
扶
助

の
理
念
と
同
じ
で
す
。

　

当
組
合
も
そ
の
理
念
の
も
と
、「
S
D
Gs
」

の
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
の
実
現
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま

の
生
活
文
化
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
、
役
職
員
全
員
で
「
意
識
改
革
」

を
常
に
心
に
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
す

べ
て
の
世
代
に
対
し
て
、
将
来
に
備
え
る
共

済
・
保
険
、
生
活
設
計
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
、
商
品
の
説
明
お
よ
び
契
約
締
結
時

に
お
い
て
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
に
配

慮
し
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
及
推
進
活
動
や
事
務
処
理
に
お

い
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
省
電
力
化
・

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
に
よ
り
環
境
の
保
全

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
に
も
取
り
組
む
べ
き
事
柄
が
多
く
あ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
残
す

こ
と
無
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
さ
な
一
歩
が
大
き
な
未
来
へ
つ
な
が
る

と
信
じ
て
、
地
域
生
協
と
し
て
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

神戸市民生活協同組合
専務理事

岡田 健二
（おかだ・けんじ）
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【開催日時】 2023年 8 月 7 日㈪　午後 3時10分～ 4時05分
【開催会場】 兵庫県民会館　 7階「鶴」
【出 席 者】 （兵庫県）　竹谷次長、戸敷消費政策官、茅嶋班長、兼田主査
 （兵協連）　 岩山会長理事、末松副会長理事、江見専務理事、若生、中野、

小谷、坂本、松永、森本、岡田、清宮、（以上、理事）
矢田（オブザーバー）瀬井、多村、柏原（以上、監事）

1 ．挨拶および役員紹介　兵庫県生協連　岩山　利久 会長理事
2．分野別生協の現況について
　　●購買生協　「～つくる、つかう、食べる、手渡す～つながるローカルSDGs」
　　　　　　　　兵庫県生協連　小谷　里香 理事（生活クラブ生活協同組合都市生活 理事長）
　　●大学生協　「神戸大学生活協同組合事業・活動の報告」
　　　　　　　　兵庫県生協連　坂本　安弘 理事（神戸大学生活協同組合 専務理事）
　　●医療生協　「有床診察所のコロナ対応と経営」
　　　　　　　　 兵庫県生協連　森本　浩 理事 

（ろっこう医療生活協同組合 専務理事）

　　●共済生協　「神戸市民生活協同組合の概要」
　　　　　　　　 兵庫県生協連　岡田　健二 理事 

（神戸市民生活協同組合 専務理事）

3．令和 5年度消費者行政等について
　　兵庫県県民生活部 次長　竹谷　明宏 様
4．意見交換

協 議 事 項 1 ．2023年度兵庫県生協大会について
2．道上理事の退任に伴う後任者のオブザーバー参加について

議 決 事 項 1 ．2023年度生協功労者表彰について
2．消費生活協同組合法施行75周年に係る厚生労働大臣表彰について
3．消費生活協同組合法施行75周年に係る知事表彰について
4．「ひょうご豊かな海づくり県民会議」への参加について

報 告 事 項 1 ．分野別生協・団体からの活動報告（各理事、監事より）
2．第22回兵庫県県民生活部と兵協連理事会との意見交換会について
3．第 1回兵庫県生協連 監事会開催報告
4．県議会および会員生協・団体の人事異動（就任・退任）について
5．第34回近畿地区生協・行政合同会議の開催について
6．【JCC】第40回兵庫JCC委員会開催報告
7．【JCC】第101回国際協同組合デー・兵庫県記念大会開催報告
8．その他　兵協連行事・諸活動報告（ 6 / 6 ～ 8 / 7 分）
9．2023年 8 月～兵協連主要行事スケジュール

【開催日時】 2023年 8 月 7 日㈪　午後 2時～ 2時56分
【開催会場】 兵庫県民会館 7階「鶴」
【出 席 者】  岩山会長理事、末松副会長理事、江見専務理事、

若生、中野、小谷、坂本、松永、森本、岡田、
清宮（以上、理事）　矢田（オブザーバー）

 瀬井、多村、柏原（以上、監事）

兵庫県県民生活部と
兵協連理事会との意見交換会 報告第22回

2023年度
兵庫県生協連  
第2回理事会報告
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コープこうべ協同学苑 史料館の視察 自己紹介・自己 PR のワークショップ

兵庫 JCC
第1回　虹の仲間づくりカレッジ開催

　2023年度兵庫 JCC 虹の仲間づくりカレッジは、 8 月 3 日・ 4 日に、兵庫県三木市のコープこう
べ協同学苑にて開催し、生協・農協・漁協の職員 9 名が参加しました。

　一日目は、参加者の自己紹介のあと、摂南大学農学部 北川 太一教授を講師として「協同組合が
地域社会に果たすべき役割」の基調講義を受講。午後からは「これまでの虹の仲間づくりカレッジ
振り返り」と、午前中の講義内容の理解と共有のため 3 班に分かれてディスカッションを行いまし
た。その後、コープこうべ 教育学習センター 畑中 慶司 氏に案内いただき、史料館の視察と「協
同組合の歴史と理念」について学習しました。その後は再び3班で自組織の成り立ちを紹介するワー
クを行いました。

　二日目は、各協同組合の社会的課題解決の取り組みを SDGs を枠組みにしてとらえてみるため、
3 班に分かれて事前課題の SDGs シートの紹介しあい、突っ込み合いから課題の決め込みに、そし
て午後からは「2030年の協同組合の可能性～協同のしくみを SDGs の何に適応させたいか」との大
テーマから解決に向けた課題出し、ゴールに向けたテーマ選定を話し合い、探り出しました。全員
の活発な論議がありました。

　第 2 回を10月 6 日、第 3 回を2024年 2 月 9 日に予定し、計 3 回開催します。各会の間でテーマに
沿って地域課題の調査・企画立案・実践をする予定です。

◆提出された各班の企画内容
班名 リトルマーメイド 食わず嫌い 明日は我が身

テーマ さかなを知ってもらう 親自身も魚嫌い・野菜嫌い 独居老人を取り巻く社会問題

理由・背景・問題 魚の消費量の減少や働き手
不足による魚食文化の衰退 料理の幅。フードロス

①コミュニティがない
②お金がない　③健康問題
 例） ジャムパンとクリームパン、

カップ麺を毎日のように買
う独居男性がいる

大課題
（SDGs の中のどの

目標にあたるか）

⑫つくる責任、つかう責任
⑬海の豊かさを守ろう ②飢餓をゼロに ③すべての人に健康と福祉を

目的

・ 魚の消費量を増やしてほ
しい

・ 魚や海について興味を
持ってほしい

・ 好き嫌いなく残さず食べ
る。料理の選択肢が増え
る

・ 栄養に関する知識を得る
・ バランスのとれた食生活

を実現する

4

兵
協
連
だ
よ
り



ピースアクション2023
ヒロシマ平和訪問 報告

　ピースアクション2023の活動の一つとして、各会員生協・団体の実行委員計10名で 8 月 6 日に
広島市を訪問し、原爆投下後の被爆の碑めぐりと、市民の平和への思いが詰まった「ピースナイ
ター」を観戦しました。
　生協ひろしま グループ コープサービス株式会社 の森畠 哲司 氏の案内で、平和記念公園内の
碑めぐりと平和記念資料館を見学し、夕方からはマツダスタジアムに移動し、今年で開催16年目
を迎える「ピースナイター」に参加。慰霊の意を表すとともに、広島にとって特別な日「 8 月 6 日」
に対する多くの方々の想いや歴史を継承し、次世代に引き継ぐ大切さを再認識しました。

《参加した実行委員の感想（抜粋）》
　・ 初めて広島の原爆被害を目の当りにして、現実に起こったことに身が震えた。
　・ 原爆投下で人の尊厳を踏みにじられた犠牲者に触れることで、平和の伝承の重要さを身に染みて理解した。
　・ 日本に居て知らなかったでは済ませられない。被爆者への責任として何をすべきか考えたい。
　・ ピースナイターのような、平和を願う心を一つにするようなイベントをしてみたい。

（10月号にて再特集します）

ろうきんコンサート2023 のご案内
～合唱と弦楽オーケストラで聴く、心に響く名曲の数々～

　良質の音楽芸術を低廉な料金で楽しんでいただける「ろうきん
コンサート」。この間、新型コロナウイルスの影響で開催中止と
した回もありましたが、昨年に引き続き今年も開催の運びとなり
ました。
　誰もが耳馴染みのある名曲プログラムで皆さまのお越しをお待
ちしております。

（通信員　井奥　眞貴子）

近 畿 労 働 金 庫 兵 庫 地 区 本 部

【お問い合わせ】
　（一財）兵庫労働者福祉基金協会
　TEL：078-371-5795
　（9：00～17：00 月・水・金のみ営業）
　※ チケット販売場所等の詳細はホームページで
ご案内しています。

https://www.fukushikikin.or.jp/

入場料 1,000円（全席自由）

○姫路公演 10月31日㈫  アクリエひめじ（中ホール）
○西宮公演 11月 1 日㈬  兵庫県立芸術文化センター

（神戸女学院小ホール）

○神戸公演 11月 2 日㈭  神戸文化ホール（中ホール）
　※いずれも 19：00 開演（18：15 開場）

一般財団法人兵庫労働者福祉基金協会は、兵庫労働金庫
（現近畿労働金庫）が、1988年に県内の勤労者の福祉
の増進をはかるために、また、勤労者の生活向上に寄与
することを目的として設立した財団法人です。

原爆投下再現映像を見る参加者右から森畠氏と実行委員の皆さん
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　 7 月19日㈬、令和 5 年豊漁祈願祭（主催：JF
兵庫漁連）が淡路市の伊弉諾神宮にて、県内 JF
組合長、系統団体・行政の約60名が出席しました。
　本祈願祭は、本県水産業の繁栄と操業安全を祈
願することを目的に開催しておりましたが、コロ
ナ禍により規模を縮小しての開催となっていた中、
本年は 4 年ぶりに県内組合長並びに関係者が一堂
に会して執り行われました。
　神事は厳粛な雰囲気の中で JF 兵庫漁連田沼政
男会長により祭祀が奏上された後、参列者によっ
て玉串が奉奠され滞りなく神事が執り行われ参加
者一同は、豊かな海の創出と豊漁、操業の安全を
祈願しました。

JF 兵庫漁連Ｊ
Ｆ

Ｊ
Ａ JA あわじ島

甘くて安全な減農薬タマネギの
栽培に取り組む

　南あわじ市の中平政和さんと妻の有里さんは、
タマネギを中心に 9 品目を栽培しています。元々、
たこ焼き屋を営んでいた政和さんは、「より安全
な食材を消費者に提供したい」という思いから農
業に興味を持ち、 7 年前に就農しました。
　中平さん夫妻は有機栽培の知識や試行錯誤して
得た経験を活かし、農薬の散布回数を減らすとと
もに、完熟した状態で提供するため、通常の収穫
時期からあえて遅らせて収穫しています。これら
の取組みによって、中平さん夫妻が栽培するタマ
ネギは甘く食感が良いのが特徴です。JA あわじ
島広田支所広田経済センター営農主任の片山翔太
さんは、「中平さん夫妻は、消費者の安全を第一
に考え、農薬の散布回数を減らして栽培に取り組
む数少ない生産者です」と話します。
　また、妻の有里さんは、大学職員として働いて
いた経験から培った文章力を活かして、作業着で
はなくジーパンを着用し作業する様子や、家族で
楽しみながら農業に取り組む様子を SNS でわか
りやすく紹介し、形式に捉われないかっこいい農
業に取り組む姿を発信しています。
　中平さん夫妻は、今後も、安全で甘いタマネギ
の栽培と農業の魅力を発信していきたいと意気込
みます。

令和5年　豊漁祈願祭
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　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　残暑厳しいこの頃ですが、いかがお過ごしでしょうか。体調を崩している方も多いような気がします。どうか、
みなさま、暑さ対策をして、この暑さを乗り切りましょう。
　さて、未成年のお子さんが親のクレジットカードを無断で使用して、高額な買い物をしてしまったら、
というお話の続きです。具体的にどのように対応したらよいか。焦ってしまう方もいらっしゃると思います。
まずは「188」の消費者ホットラインへ電話してみてほしいのです。そこで具体的なアドバイスをうけましょう。電話する時間
がとれない、電話が苦手、という方もいらっしゃると思います。その場合は、親権者の同意を得ない未成年者の契約のため、
契約を取消す意思表示をしましょう。どうやって、意思表示をしたらよいかというと、文書で、親権者の同意を得ない未成
年者の契約のため、契約を取消す旨を記載して、契約先とクレジットカード会社へ郵送、連絡しておきましょう。できれば、
内容と文書の到着が確認できる方法で郵送する方がよいです。これで全てが解決というわけにはいかないと思います。けれ
ども解決への糸口にはなるはずです。どうか覚えておいていただけたらと思います。
 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：offi  ce@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

● 「もう支払ったし…」、「何日も前の
話だし…」、「勉強だと思って…」
とあきらめずにご相談を！

　返金につながる場合もありますので、
少しでもおかしいと思ったら、あきら
めずに消費生活センター（局番なし188
（いやや））にご相談ください。ご相談
は、ご自身の被害回復に役立つだけで
なく、注意情報への活用、事業者の指
導・処分、法整備などを通じて、他の
方への被害の拡大防止にも役立ちます。

兵庫県立消費生活総合センター

☎ 078-303-0999

　スマートフォンの幅広い年代への普及により、誰でも簡単にインターネットを利用できる
ようになりました。その一方で、70歳以上のシニア層によるインターネット上での消費者ト
ラブルも目立つようになりました。
　そこで、シニアが巻きこまれた代表的なネットトラブルと注意点を紹介します。

シニアのネットトラブルにご注意！シニアのネットトラブルにご注意！
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「兵庫県生協大会」 のご案内
2023年度

　兵庫県内の生協の皆さまが集い、生協運動に貢献された役職員を表彰し、生協の発展を誓う
場として今年度も生協大会を開催します。
　記念講演は、兵庫県内でのローカル SDGs のあり方を考える入口として「風と水と土と　ひょ
うごテロワール」を連載されている神戸新聞社の辻本一好さんに兵庫県の魅力についてお話し
いただきます。ぜひご参加下さい。

◆と　　　き：2023年10月26日（木） 13：00～16：00
◆と　こ　ろ：兵庫県民会館9階　けんみんホール
◆プログラム： 第 1部　記念式典　生協功労者表彰

第 2部　記念講演

「  食べて呑んで資源が環（めぐ）る
～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～ 」
講師　辻本 一好 氏
神戸新聞社経営企画部
専任部長・編集委員

◆定　　　員：200人（応募多数の場合は抽選）
＊ 参加者には「入場整理券」を事前にお渡しします。
当日、会場受付にご提出ください。

＊ 諸般の事情により、やむを得ず中止、または内容を
変更する場合があります。

◆入　場　料：無料
◆主　　　催：兵庫県生活協同組合連合会
◆お申し込み・お問い合わせ
　　　　　　： 兵庫県生活協同組合連合会まで
◆申 込 締 切：10月 6日（金）

13：00～16：00

～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～ 」

13：00～16：00

「  食べて呑んで資源が環（めぐ）る
～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～

「  食べて呑んで資源が環（めぐ）る
～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～

「  食べて呑んで資源が環（めぐ）る
～ひょうごからつくる新しい地域デザイン～ 」
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